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池
永
　
幸
生
 
議
員
 

吉
永
 
健
司
 
議
員
 

来
海
　
恵
子
 
議
員
 

青
木
　
照
美
 
議
員
 

来
海
　
区
、
P
T
A
等
か
ら
要
望
が
上
が

っ
て
い
る
、
防
犯
灯
や
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
等

の
交
通
安
全
施
設
整
備
、
予
算
と
執
行
率

は
ど
の
く
ら
い
で
す
か
？
 

総
務
企
画
部
長
　
通
学
路
で
要
望
が
上
が

っ
て
い
る
防
犯
灯
の
設
置
率
は
、
７
路
線

中
４
路
線
で
約
５７
％
で
す
。
路
線
が
長
い

と
一
度
に
設
置
で
き
ず
、
複
数
年
に
ま
た

が
る
所
も
で
て
く
る
の
で
、
順
次
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
防
犯
灯
予

算
は
、
修
繕
費
が
約
７９
万
円
、
工
事
費
が

１
０
０
万
円
で
す
。
交
通
安
全
施
設
の
予

算
は
、
修
繕
費
が
約
１
４
４
万
円
、
工
事

費
が
３
６
４
万
円
で
す
。
修
繕
に
つ
き
ま

し
て
は
、
そ
の
都
度
対
応
し
、
執
行
率
は
、

防
犯
灯
が
５２
％
、
交
通
安
全
施
設
が
４８
％

で
す
。
新
規
の
工
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、

年
1
回
ま
と
め
て
発
注
を
予
定
し
て
お
り
、

ま
だ
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
 

来
海
　
交
通
安
全
施
設
の
新
規
要
望
は
、

毎
年
末
、
区
長
さ
ん
か
ら
上
が
っ
て
き
て

い
ま
す
。「
危
険
だ
か
ら
こ
こ
に
つ
け
て

欲
し
い
！
」
と
、
地
区
か
ら
上
が
っ
て
く

る
緊
急
性
の
高
い
も
の
ば
か
り
で
、
危
険

性
を
認
め
て
い
な
い
の
で
す
か
？
も
し
、

子
ど
も
た
ち
が
事
故
に
あ
っ
た
ら
と
危
惧

し
ま
す
。
せ
っ
か
く
実
施
す
る
な
ら
、
も

っ
と
早
く
す
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
点
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。
 

総
務
企
画
部
長
　
議
員
の
ご
指
摘
の
通
り

だ
と
思
い
ま
す
。
新
規
の
事
業
に
つ
い
て
、

ま
だ
全
く
や
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
、

当
然
、
防
犯
灯
と
か
交
通
安
全
施
設
な
ど

緊
急
を
要
す
る
も
の
は
年
度
初
め
に
早
急

に
取
り
組
む
べ
き
だ
と
私
も
思
い
、
担
当

課
長
以
下
職
員
に
指
示
を
出
し
た
所
で
す
。
 

 

安全が一番！ 
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青
木
　
政
権
交
代
に
依
り
、
事
業
仕
分
け

が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
本
市
に
与
え
る
影

響
は
？
 

総
務
企
画
部
長
　
現
在
の
処
、
国
や
県
か

ら
市
に
対
し
正
式
な
通
知
は
あ
っ
て
い
な

い
。
想
定
さ
れ
る
影
響
は
　
①
国
庫
支
出

事
業
の
見
直
し
　
②
地
方
交
付
税
の
抜
本

的
見
直
し
　
③
暫
定
税
率
の
見
直
し
　
な

ど
が
考
え
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
情

報
の
収
集
に
努
め
る
事
が
大
事
で
あ
る
。
 

青
木
　
ス
マ
ー
ト
I
･
C
や
中
九
州
横
断

道
路
の
推
進
な
ど
、
本
市
に
と
り
必
要
不

可
欠
な
事
業
計
画
の
行
方
は
？
 

市
長
　
不
透
明
で
先
行
き
わ
か
ら
な
い
が
、

新
政
権
に
人
脈
は
有
る
。
引
き
続
き
国
や

県
に
要
望
を
し
て
い
く
。
 

青
木
　
子
ど
も
手
当
て
が
導
入
さ
れ
た
時
、

本
市
税
に
与
え
る
影
響
は
？
 

総
務
企
画
部
長
　
住
民
税
な
ど
約
２
億
５

千
万
円
程
度
の
税
収
と
な
る
。
又
、
４
３

３
人
に
つ
い
て
、
非
課
税
か
ら
課
税
対
象

と
な
る
。
 

青
木
　
子
ど
も
手
当
て
の
財
源
の
一
部
を

地
方
に
負
担
さ
せ
る
事
に
つ
い
て
、
全
国

知
事
会
な
ど
地
方
６
団
体
は
反
対
を
表
明

し
た
。
本
市
の
意
向
は
？
 

市
長
　
地
方
６
団
体
の
意
向
通
り
国
が
負

担
す
べ
き
事
だ
と
思
い
賛
同
す
る
。
 

青
木
　
煙
草
の
値
上
げ
は
本
市
、
葉
煙
草

生
産
農
家
に
大
打
撃
を
与
え
る
。
い
か
が

思
わ
れ
る
か
。
 

市
長
　
本
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
葉
煙
草

生
産
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
数
年
売
上
高
、

４
億
円
程
度
で
推
移
し
て
い
る
。
値
上
げ

は
生
産
農
家
を
思
い
反
対
で
あ
る
。
 

一
汁
三
菜
 

銀
座
で
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
 

 池
永
　
多
く
の
団
魂
世
代
が
退
職
さ
れ
て

い
る
が
、
ま
だ
ま
だ
就
業
機
会
を
望
ま
れ

て
い
る
。
市
と
し
て
企
業
や
農
家
の
方
へ

斡
旋
は
で
き
な
い
か
。
 

産
業
振
興
部
長
　
雇
用
相
談
窓
口
で
情
報

は
提
供
し
て
い
る
。
斡
旋
は
し
て
い
な
い

が
、
企
業
連
絡
等
に
雇
用
の
要
請
を
計
り
、

農
家
の
中
で
も
雇
用
し
た
い
方
が
あ
れ
ば

そ
う
思
う
。
 

 池
永
　
今
、
試
験
的
に
熊
本
電
鉄
が
３
ヶ

月
間
乗
り
放
題
の
シ
ニ
ア
パ
ス
券
を
発
売

し
て
い
る
。
そ
の
企
画
に
対
し
て
補
助
制

度
は
。
 

総
務
企
画
部
長
　
も
し
電

鉄
が
導
入
す
る
よ
う
な
方

向
で
決
ま
れ
ば
外
出
支
援

と
し
て
検
討
す
る
。
 

 池
永
　
福
祉
施
設
へ
の
入
所
希
望
者
が
、

今
の
入
所
定
員
数
を
倍
増
し
て
も
追
い
つ

か
な
い
。
困
っ
て
い
る
方
達
の
打
開
策
は
。
 

健
康
福
祉
部
長
　
現
在
、
市
の
施
設
の
待

機
者
数
は
特
養
５
０
０
人
、
介
護
老
保
３０

人
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
３０
人
程
度
の
現
況

で
あ
る
。
 

市
長
　
市
と
し
て
、
第
４
期
事
業
計
画
の

中
で
地
域
密
着
型
施
設
の
整
備
を
計
画
、

ま
た
、
募
集
も
し
て
い
き
た
い
。
 

 池
永
　
在
宅
介
護
の
中
で
問
題
に
な
っ
て

い
る
老
老
介
護
を
ど
う
把
握
し
て
い
る
か
。
 

健
康
福
祉
部
長
　
要
介
護
認
定
者
数
の
一

割
近
く
が
老
老
介
護
と
思
わ
れ
る
。
介
護

負
担
が
増
大
す
る
こ
と
で
、
健
康
を
損
な

う
な
ど
悪
循
環
が
繰
り
返
さ
れ
る
家
庭
が

増
え
る
と
思
う
。
 

池
永
　
こ
の
ま
ま
だ
と
介
護
を
放
棄
す
る

ネ
グ
レ
ク
ト
も
増
え
て
く
る
。
民
生
委
員

の
方
や
退
職
者
の
方
の
力
を
借
り
、
登
録

制
を
導
入
し
て
サ
ポ
ー
ト
な
が
ら
ケ
ア
を
。
 

健
康
福
祉
部
長
　
退
職
者
の
方
や
地
域
で

見
守
り
や
手
伝
い
が
で
き
る
仕
組
み
が
あ

れ
ば
一
番
と
思
う
。
今
後
生
活
介
護
サ
ポ

ー
タ
ー
養
成
事
業
を

開
催
し
た
り
、
安
心

生
活
創
造
事
業
な
ど

に
取
り
組
み
、
高
齢

者
の
方
が
地
域
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
社

会
を
目
指
す
。
 

こんなに元気1.2.3

合志市消防団出初式 

シニアパス券 

六
十
か
ら
の
再
雇
用
 

老
老
介
護
 

高
齢
者
外
出
支
援
 

施
設
入
所
 

      吉
永
　
非
常
備
消
防
、
自
衛
消
防
組
織
に

つ
い
て
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。
今
後
、
新

し
い
住
宅
が
増
え
、
行
政
区
に
も
加
入
し

な
い
、
消
防
団
に
も
入
ら
な
い
、
そ
う
な

る
と
団
員
確
保
は
難
し
く
な
る
。
非
常
備

消
防
、
自
衛
消
防
組
織
を
ど
の
よ
う
な
ス

タ
ン
ス
で
捉
え
て
い
る
の
か
。
 

総
務
企
画
部
長
　
住
民
が
主
体
と
な
り
地

域
の
火
災
や
災
害
に
対

応
す
る
点
で
は
同
じ
。

消
防
団
と
自
衛
消
防
で

は
不
公
平
と
言
う
話
も

あ
っ
た
が
、
こ
の
ま
ま

放
置
せ
ず
、
理
念
、
精

神
を
持
っ
て
必
要
性
を

説
き
、
今
後
総
合
的
に

検
討
が
必
要
。
 

  吉
永
　
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
と
は
、
イ
タ
リ
ア

で
始
ま
っ
た
食
生
活
を
見
直
す
運
動
で
、

伝
統
的
な
食
文
化
の
保
護
と
質
の
良
い
食

材
を
提
供
す
る
生
産
者
の
保
護
、
食
に
関

す
る
教
育
か
ら
な
り
、
食
育
の
基
本
指
針

と
考
え
る
。
ま
た
、
一
九
七
七
年
に
ア
メ

リ
カ
上
院
議
員
の
マ
ク
ガ
バ
ン
氏
が
調
査

し
た
結
果
、
日
本
の
食
事
（
一
汁
三
菜
）

が
最
も
良
い
と
報
告
。
食
育
を
推
進
す
る

上
で
、
各
課
が
連
携
し
施
策
を
持
つ
上
で

も
市
独
自
の
食
育
基
本
計
画
の
策
定
が
必

要
で
は
。
 

総
務
企
画
部
長
　
県
下
で
は
、
２１
年
度
ま

で
に
約
半
数
の
市
町
村
が
策
定
す
る
。
総

括
的
に
取
り
扱
う
部
署
が
決
ま
っ
た
時
点

で
や
っ
て
い
き
た
い
。
 

  吉
永
　
合
志
ブ
ラ
ン
ド
と
い
う
が
、
国
内

で
の
合
志
市
の
知
名
度
は
皆
無
に
等
し
い
。

銀
座
や
、
お
台
場
な
ど
多
く
の
人
が
集
ま

る
場
所
で
、
ま
ず
は
「
合
志
市
」
の
知
名

度
を
上
げ
る
こ
と
が
必
要
と
思
う
。
行
政

に
出
来
る
こ
と
、
生
産
者
に
出
来
る
こ
と

そ
の
連
携
を
図
る
た
め
の
ブ
ラ
ン
ド
推
進

室
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。
 

産
業
振
興
部
長
　
農
商
工
が
連
携
し
た
合

志
市
農
業
を
構
築
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

独
自
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
を
作
る
た
め
に
は
行

政
主
体
で
は
な
く
、
物
産
振
興
協
議
的
な

自
立
し
た
組
織
が
今
後
は
必
要
と
思
う
。
 


